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【はじめに】当院一般病棟で採用しているフクダ電子社製生体情報



























































































































減　2 咽頭や喉頭分泌物貯留の防止　3 胸郭呼吸運動の促進　4 換
気量の増大　5 排痰が考えられる。消灯前に腹臥位を実施する事で、
ＱＯＬの向上につながった。
（おわりに）今回、腹臥位の効果は証明されたが、児の安楽を考慮
した時間の設定と腹臥位による危険性を考慮して、常時観察を行な
いながら安全に配慮し、ケアに臨むことが重要である。
